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要旨

rn 的］プロジェクト学習とポートフォリオ評価、ルーブリック導入の効果と課題を明らかにし、母性看護学の臨地実

習への示唆を得ることを H 的とした。

［方法］平成27 年度祉性看護学実習を履修した本学 3 年牛で研究同意が得られた男性 8 名、女性71 名の計79 名（平均年

齢21.4 土 4歳）の形成評価結果を用いて分析した。

［結果］ルーブリック評価規準達成度の内訳は「関心・意欲・態度」 86.9% 、「思考・判断」 78.2% 、「技能・表現」 80.2% 、「知

識・理解J 76.1 %とバランスよく実習 H標が到達できた。

［結論］プロジェクト学習とポートフォリオ評価、ルーブリック導入効呆は、上体的に学修するという習恨や動機づけ

の刺激、さらに学生の形成的評価に活用でき、到達目標の達成を果たすことができた。臨地実習へのストレスや小安

は実習後も継紬していることから、ストレス対処能力を強化できる教育方法の必要性が示唆された。

はじめに

「看護教育の内容と方法に関する検討会報告書J 1) に

臨地実習に関する指摘内容と効果的な臨地実習方法があ

る。その詳細は次のように示されている。 1. 卒業時の

到達目標を達成するための臨地実習のあり方として、看

護領域師に看護過程を中心に行う臨地実習が効果的であ

るかどうか検討が必要である。卒業時の到達日標と臨地

実習の目的の関連性や学ぶべき内容を明確にし、その目

的が達成できるように柔軟に実習の場を開発し、実践的

な教育を行うことが望まれる。 2. 臨地実習では、実際

に対象者の看護を行うことよりも看護過程の展開におけ

る思考のプロセスに重きを置いて指導することが多く、

技術等を実践する機会が減少している場合が見受けられ

る。効果的な臨地実習の方法として、 1) 実習場でしか

体験できないことを確実に体験できるよう積極的に調整

し、その後の振り返りを充実させること。 2) 学牛の自

受付 H 2015 年11 月301::l 受理 2016 年 1月28l::I

律的な学習を促進するために、日々の学生の体験及び実

践能力の習得状況を確認し、その学生の状況に合わせた

関わり方をする必要がある。 3) 実習の事前準価や実習

中あるいは実習後に振り返りを行う。 4) 体験した内容

や獲得した能力を記載したもの（ポートフォリオなど）

を活用することが効果的であると提案している。

ポートフォリオとは、学生の問題解決の過程や成果に

関する資料・情報を目的的に、計画的に集柏したもの 2)

で、学生がどのような豊かな体験をしているか、休験を

通してどのような探求学習にとりくんでいるか等、看護

に取り組む姿勢と努力を確認することができるとともに

学生のよさや成長を見出せることができ真正の評価が可

能となる。

真正の評価を行うには、現在実施している実習目標分

析による評価や看護過程等の記録重視の評価を学生が看

護していることを評価する視点の評価へと転換していく

必要があると考えた。

ーガ、中央教育審議会答申「祈たな未米を築くための
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大学教育の質的転換に 1,,1 げて～生涯学び続け、上休的に

考える）J を育成する人承-I では、学士課程教育の質的

転換を促進・強化するために、育成する能）Jの明確化と

学修成果の公平で客観的な評価の導人等が喫緊の課題と

して提示されている 3)0

カナダやアメリカの学士教育に広く活用されている

ルーブリック評価は、公平性、客観性、厳格性を増大さ

せるのみならす？胃者への事前提示やフィート‘バックを

通して形成(10~'けIiiや協働学習支援に有効であるといわれ

ている 4 また、学胄活勁や自己評価の指針としとこの役

割を果たし学習課題を発見し、改善することに繋がる'

とされ、達成水準か明確になることにより I知識・ J叩肝

を間うテスト訊では困難な「思考・判断J II見J心・認欲•

態度J 「技能・表現」の評価に向くとされている。評価

規準 (criteria : 学習活動に応じたより具体的な到達目

標）と評価指標に即した評価基涼 (description : どの程

度達成できればどの評点を仔えるかの特徴の記述）のマ

トリックスで示され、ポートフォリオと並んで注H され

ている。

以上のことをふまえた上で、平成27 年度恩性石設学実

習方法を変更した 本liJI' 究では、「看護教育の内容と方

法に関する検吋会報？；占」で提案された効呆的な臨地丈

習方法に準拠した方江て‘臼成27 年度母性看訛学夷胃を丈

施し、指導と評価の一体化をめざし作成したルーブリソ

クを用いて実習評価を行った。どのような卒業生を社会

に訥出したいか本学のデイプロマポリシーを意識した取

り組みでもある。学生が自分の考えをもち能動的に学ぶ

姿勢をもてることを目的としてプロジェクト学習とポー

トフォリオ評価、ルーブリック導入の幼呆と課題を明ら

かにし、周性看護学の臨地実習への示唆を得ることを研

究目的とする。

〈用語の定義〉

・プロシェクト学習とは、学生自身が母性珀設学実古て

の学習をすすめるうえで、ビジョン（何のために）ゴー

ル ({ilJ をやりとげたいか）を定め、 H標達成するため

に自分の力で学ひを進めていく t休的な学習。

・ポートフォリオ評価とは、対象に石設を実践する上で

必要な知揺しや看護を語るうえで学修成果を収集したも

のをもとに個人能）Jの質的評価を行う。

・ルーブリックとは、実甘での学習成果を許仙する明確

な基禅

I 母性看護学実習概要

母性看護学実習の実習展開は、主に正常な舟子 1組を

受け持ち看護展開している。実習施設は 6 ヶ所で年間分

娩件数は約600- 800 件の総合病院である。実習期間は

5 月-10 月で、その内 2 週間である"範週金曜日は帰

学H とじ］：内で教員皿尻技術演習、文献検索やカンファ

レンスを実施している 1 名～日竹構成の全18 グループ

で展開している。

JI • 母性看護学実習方法の変更点

1. ビジョンゴールシートで実習戦略のコーチングを実施

実胄の到達目標を「周産期にある女性のニーズに気づ

き、腔後の回復に向けた援助と健康教育ができる」と具

休的に設定した。そのうえて、今年度よりビジョンゴー

ルシートを使って学化 H 身の日標を実習開始前に設定

し、実習の準備を主休的に行うように指導を変えた。学

生が一斉に受ける仝休オリエンテーションは、母性看護

学実習評価規準（学胃訴動に応じたより具休的な到達 II

標）と評価指標に即した評価北準（どの程度達成できれ

ばどの評点を与えるかの特徴の記述）の雌解と母性看護

学実習の把握感を高める説明を行い学生自身の実習課題

の明確化と学習計画の立案を支援した。臨地実やI1~2 

週前に行われる実習直前オリエンテーションでは、学生

自身の実背ビジョンの明確化と学生の学習計画の完成を

支援した。実習ビジョンの明確化とは、ビジョン（何の

ために）、ゴール（何をやりとげたいか）達成するには

何をするかの思考とその計圃である。以上の活動内容を

評価規準• 基準に入れ実胄謹価」l[ 日とした。

2. 実践を通して振り返り、 H 己の課題や成長を自鎚で

きる実習（帰納的学修）

従来の実習記録を廃止し、日々の実習記録・柏報収集・

アセスメント・看護計画・追加学習に関する内容をノー

トに記載し実習記録とした。学生自身の学びについて成

長エントリーシートや成長報告書に日々記載する方法に

変更し、学びを焦点化した。

1) 実習記録ノート (B5 サイス柚書き）：受け持ち胤子

の情報、看護計間、旬 Ilの石虚実践の振り返り、学胄

内容など自由記載したノート。

2) 成長エントリーシート（八4用紙 1枚）：日々の実胄

での体験や指導されたことて学牛白身が成長したと気

づいた点や看護を実践する上で大事だと考えた内容で

あり節日エントリーし記載する。

3) 実習内容一覧表 (,.¥4 用紙 1枚）：毎日の実習内容と

評価を記載する c. 、9

4) 実習成長報告占 (A4/I 」紙 l枚）：成長エントリーシー

トに記載された中から「あなたの成長ベスト 3 」をあ

げ、「実習で獲得した価値ある知」に幣理し、それら

を 1どう活かすか」を記載し、成長恨告書とする。

3. ルーブリックの活用

間性看護学実曹で何が達成されて何が達成されなかっ

たかが明確にわかり、次のステップヘ情報を共介するね

らいでルーブリックを竹成した （資料 1)
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月刊石，心学実胄で学ぶべき学習活動を抽出し、，，1惰II 日：)l

部 11 剥心・籐欲・忍度」 (6) 、「思考・判断」 (8) 、［技

能・表現」 (7) 、「知識・雖解 (2) の23 評価規準から

構成されている。うち ]9 評価規準を〈必須〉とし、 4 評

価規準〈状況で〉とし各到達 H標である評価基準を 3段

階評価とし評価A (5 点）： I分分に満足できる達成状態、

評価 B (3 点）：おおむね達成できる状態、評価 C (0 点）：

イ可も達成てきない状態とした。

4 。ポートフォリオ評価

ホートフォリオ叶価は、個人能力の質的許仙）j法とさ

れ、象心呆だけでなく学習過程を重視する評仙仏てあり、

受け小『ちむ）：［の石設を実践する上で必要な知識や｛設を

語るうえで貴重な証拠物品や忘れられない価値ある大事

な物をクリアファイルに集めさせた。形成評価の時間に

説明させ客観的評価を行ったこ

5. 形成的評価

形成評価どは、教育活動の途上でその汗動が初期の日

的を達成しつ;_)あるかとうか， どのような点で1古州加l圃

の修正が必妥てあるかを知るために行われる評仙泊動て

ある 6) 。

第 1 週 l」帰学日は各施設の紹介、体駿した看護の紹介、

ポートフォリオ整理、ルーブリックを使川し教員・ 学生

で中間評価と H標設定の確認を行う。理解か不足してい

る部分は学生に対し補充的指焉を行った。第 2 週日帰学

日は看護の11iパ発表会を行い、学牛の学びの共有を図'~

た。

6. 教員・臨床指導者による学生の思考を刺激するかか

わり

教貝・臨床桁焉者の閃わりは学生と一緒に考え、息ぢ

を刺激するメタ認知教師に徹することにし fこ学生が

困ったり悩んだりした時は、年生のビジョンゴールシー

トの Iどんな看護をしたいか」 9受け持ち対象者にどう

なってほしいか」の再確認を1」バたc ストレスフルな臨

地実習環境でも学生が探索的学習活動と既かな経験に繋

げていけるように一定の距離を保ちながらかかわっだ

資料 1. 評価基準
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m 研究方法

1. 研究デザイン： l;J,',J 介研究

2 . {iJf 究対象者

本研究の研究対象は、平成27 年度栂性看護学丈習を履

修した本学 3 年生で研究届Lr: 訟が得られた男tt 8 名、女性

71 名の叶79 名（平均り消り21.4 士 4 歳）

3. 研究期間：乎成27ff 4 月20 日-J11 」年10 月30 日。

4. データ収集項H

1 、)受け持ち対象者の概要および見摩内容

受け持ち対象者(/)慨裳ぱ、対象者の年代、周辛期各 l甘J

り）別、分娩様式、臣—f詞字の有無としだc 受け持ち新牛

児の概要は分娩週数、児出生体重、小児科入院の有無と

した。見学内容は受け持ち対象者以外の見学を含めた内

容である。

2) 判達目標達戚塵

学胃活動におけるー間心・意欲．芯度」 I思考・判 11/r ニ

「技能・表現」「知識・理鮒 J の具体的な評価規準の達成

度を知るために評価A と評価 B で分析した。評価規準師

の達成疫は〈状況で〉頂 H を除外し、到達H 粽達成度を

分析した。

;l) 臨池実晋に対するストレス感の肛度

母性看設学実習の 1-2 週前に行なわれる直前オリエ

ンテーション終了後と臨地丈宵修了後にアンケート）廿紙

を配布し且い人の依頼をした。「文習をストレスに感じて

いるか（いたか）」に対し「まったくそうだ」 (5 点）か

ら［まったくちがう」 (l 点）の 5 f'li 人でアンケート閾

査を行い収集した C,

5. 分析

基礎~JI後の統計解析はじxcel2010 を使）廿した。学牛

の学びに影響する受け持ち対象者の概要および学生か見

学した内容を抽出し単純集計を行った。実習到達H標迂

成度はルーブリック評価払晶J↓l文を単純集計し、各叶価

規i化の平均を求めた。実習前と主晋後に感じる‘文宵に対

するストレス感 0) 変化を分折したし

6. 倫理的配慮

本研究は、 2015 年 3 月に神奈川歯科大学研究倫理審

査委員会の水品を受けた（承認、番号第311) 後に実雌し

た。対象打には、事前に佃究の日 (I 切及び方払、 M 究への

参加は自由意思であること、また研究への参加有無か学

菜成績や単位認定に全く｝診響がないこと、個人のプライ

バシーは党仝に守られていることを明記した文円てで説明

し、データ使）ーl」と公表の承忍を刊だ。

M 結果

1. 受け持ち対象者の概哭

学生の受け持ち対象者の概要および学生が見学した内

容を表］に示した。受け札ち対恨者数142 名てあり乍生

が受け持つ対象平均数は約1.8 人てあった。少子化が巡

む状況で妊娠・ 分娩. Yf. 褥期にある女性の看護を 1 人以

上受け持ち実施できたことは貴重なことであると考え

ふ受け持ち対象者の年代は20 歳代 ・30 歳代が約90% を

占めていだC

分娩椋式ては経腔分娩76% 、・1Nt 切開分娩240.% 、分

表 1. 受け持ち対象者の概要

項目

分娩経験

年代

分娩様式

分娩週数(wk)

児出生体重 (g)

小児科入院

母児同室

初産婦

経産婦

初産婦

経産婦

経腟分娩

区分

帝王切開分娩

無

有

無

有

10 代

20 代

30 代

40 代

10 代

20 代

30 代

40 代

~10~ 

(n=142) 

n (%) Mean 士SD
"""""'' 

71(500) 

71 (50.0) 

2 (2.8) 

29(40.8) 

38(53.6) 

2(2.8) 

0(0) 

14(19.7) 

50(704) 

7(9 9) 

108(76,0) 

34(24.0) 

38 7土 1.5

3061 土416

135(950) 

7 (0 5) 

19(134) 

123 (86.6) 



娩週数は38.7 士 1.5 週 (Mean±SD) 児出生体重は3061 士

416g (Mea に SD) 、母児同室86.6% のことから、実習

対象の選定条件を満たした対象者であった。

2, 学生が体験した内容

学生が体験した実習内容について表 2 に示した。胎盤

計測、産後創部処置の観察、退院指導時の観察、分娩見

学、分娩進行中の観察の他、様々な場面での保健指導の

見学を行っていた。

正しく判I祈し、今後予想される状態を視野に人れた看護

を考えられている学生が87.3% だった。一方、産褥期の

回復促進の援助では、退行性変化を促すための看護計圃

を立案し援助の妥当性を評価し、より良い援助を探求し

ている 27.8% 、看設計圃を立案し援助の妥当性を評価し

ている 72.2% だった。母乳確立に向けた援助では、授乳

表 2. 学生か体験した内容
(n=79) 

3. 到達H標達成疫

到達H標達成度について表 3 に示した。

〈関心・意欲• 態度〉に関して母性看護学実習に向け

て目己課題の明確化を図り学習計画の立案をした学生は

59.5% であった。 40.5% は学習計画の立案が不足という

結果だった。周産期各期の母子や家族に対しての関心、

意欲でば受け持ち母＋の看護に必要な学習と次の H の援

助に必要な学習をし、実習に活かそうとしる 74.7% 、受

け持ち母子の関心を示し自分にできることを見つけ積極

的に援助している 82.3% 、受け持ち母＋の看護に必要な

学習をしている 25.3% 、受け持ち母f に関心を示し関わ

ろうとしている 17.7% だった。

〈恩考・判断〉に関して新生児の胎外生活適応過程を

項目

胎盤計測

産後創部処置の観察

退院診察時の観察

分娩見学

分娩進行中の観察

NST 装薦中の観察と判読

帝王切開分娩の見学

保健指導

表 3. 到達目標達成状況

く関心・意欲・態度＞

母性看護の対象への関心を示し、実習に向けて自己の課題がわかり学習計画の立案をしている。

母性看護の対象への関心を示し、実習に向けて事前学習の準備ができている。

入院中の母子の環境が母子の安全•安寧•健康促進に影響していると気づこうとしている。

周産期各期にある女性と家族の健康促進に必要な知識を深めている。

周産期各期にある女性のニーズに気づこうとしている。

保健活動の目的を理解している。

く思考・判断＞

産後の回復を促す看護を考えている。

母乳育児の確立に向けた援助を考えている

退院後の生活を把握し、必要な育児能カ・セルブケア能力獲得のために健康教育指導を考えている。

母子の関係確立と家族関係再構築への看護を考えている。

新生児の胎外生活適応過程を正しく把握し、異常の予防や早期発見の看護を考えている。

周産期における保健活動の意義や看護職の役割を考えている。

妊娠期にある女性の健康保持増進の看護を考えている。 （＊） （＊）状況での項目

分娩期にある女性の健康保持増進の看護を考えている。 （＊） （＊）状況での項目

く技能・表現＞

産後の回復を促す生活支援や健康教育ができる。

母乳育児確立に向けた援助ができる。

退院後の生活をイメージでき健康教育が実施できる。

母子の関係確立と家族関係再構築の援助ができる。

新生児の胎外生活適応過程を支える援助ができる。

妊娠期にある女性が安全• 安楽に過ごせる看護ができる。 （＊） （＊）状況での項目

分娩期にある女性が安全• 安楽に過ごせる看護ができる。 （＊） （＊）状況での項目

く知識・理解＞

母親の役割適応過程と母子相互作用の重要性がわかる。

母性看護の特徴とその意義がわかるe
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区分 体験数

82 

57 

55 

51 

44 

57 

5 

授乳指導 105 

沐浴指導 99 

退院指導 86 

妊娠中の個別指導 65 

産後 1 か月健診 31 

母親学級 23 

乳房外来 15 

評価A 評価B 達成度

59. 5% 40. 5% 

43. 0% 54. 4% 

84. 8% 15. 2% 
86. 9% 

74. 7% 25. 3% 

82. 3% 17. 7% 

63. 3% 36. 7% 

評価A 評価B 達成度

27. 8% 72. 2% 

53. 2% 46. 8% 

40. 5% 58. 2% 
78. 2% 

31. 6% 67. 1% 

87. 3% 12. 7% 

36. 7% 63. 3% 

17. 7% 3. 8% 

17. 7% 55. 7% 

評価A 評価B 達成度

39. 2% 55. 7% 

67. 1% 32. 9% 

39. 2% 57. 0% 80. 2% 

43. 0% 57. 0% 

77. 2% 22. 8% 

17. 7% 3. 8% 

31. 6% 39. 2% 

評価A 評価B 達成度

31. 6% 68. 4% 
76. 1% 

50. 6% 48.1% 

※評価A: 十分に満足できる近成状態

評価 B: おおむね近成でぎる状態



技術習柑状況から飩凡諜週を見つけ看護過利を展I翡lしよ

り良い援助を探求している 53.2% 、看設過程を展淵して

いる :16.8% だった。退院後の健康教育指導等の援助の妥

'11 性を評価できた学生は67.1% であった。指導の反応を

評価し指導の妥当性を探求している 31.6% だった。以上

のことから学生は、看護過程の展開が I・ 分でき援助の探

求へ繋げられ思考できていたことが明らかになった。

〈技能・表現）ては約70% の学生が、今後の状態を視

野に入れ新小児 0) 胎外牛活適応過程を支える採llJJ 技衛で

ある保温、采査、愁染予防、母子関係確立(/)看設を考え

行っていた また羞恥心を考慮しながら正しい技乳技術

（抱き方、姿勢、吸わせ方）や乳汁分泌を促す援助を主

施できていた3

〈知識・理解〉では、屈親の役割過程と母子相互作用

の重要性の意味を理解できている 68.4% 、理論を用いて

述べている 31.6% だった。 1・サ件看護の特徴とその意義の

理陪は看護を具体的な体験から表現できた50.6% 、看護

を抽象的に体験から表現できた48.1% だった。

4. 臨地実宵に対するストレス感の程度

実習前・後に感じる実習に対するストレス感について

図 1 にふした（，実習前に感じる実習のストレス感を仝

く感じてしヽない5.1% 、感じていない26.6% 、 とちらとも

いえない30,1% 愁じている 21.5% 、強く感している＇学生

は16.5% であった。一方、実習後の実習ストレス感を全

く感じていない11.4% 、賠じていない26.6% 、どちらと

もいえない27.8% 、感じている 22.8% 、強く感じている

11.4% であった。以上のことから臨地実習前と臨地実習

後に感じているストレス感の程度に変化はみられなかっ

たc 臨地実習を終了した 3 割強の学生は臨地実習に対し

ストレス感を拉ち続けていることが推察できた，

実習前

実習後

0.0% 20.0% 40.0% 

V 考察

1. ルーブリック導人効果について

今同、月性石設学実習にプロジェクト学習、ポートフォ

リオ評価やルーブリックを活用し形成的i¥l 仙を実施し

た。ビジョンゴールシートで学生自身が丈習に対する目

標を定め、ポートフォリオで学習内容を品録していった

ことで、臨地実習に対する〈関心・意欲・態度〉 86.9% 、〈思

考・判断〉 78.2% 、＼技能・表現） 80.2% 、〈知識・理解／

76.1% の到達日標達成率であ□ た，

ルーブリックの形成的，沖価によって学生・教貝相打て

学生の到達状況を Ll しく把握てき、次の実習活動に対す

る効果的なフィートバ、）クを行い、学生・教員間の実'ti

評価のずれは認められなかった↓

臨地実習の場で学生は多くの緊張感や不安を経験しな

がらも看謹nm の職業アイデンテイティを形成しているこ

とを珂解し、教員と臨床スタッフは協働し支援していく

姿勢が必要不可欠であると考える。しかし学生の臨地実

習に対する意見に「記録が大変」「実習記録を仕 I・. げる

のに毎 H徹夜をしている」という声を、侮年聞く。［や

らされ感」満載て苦しいだけの臨地実習ではなく意味の

ある学習経験の内容て、と(/)ように経験させ学ばせるか

を思考した結果、平成27 年度鳳刊看護学実習変更点にn心

載した通り臨地史や／晶録を廃止した。学生はルーブリソ

クの評価規準で何を求められているか、何をすればいい

かを評価基準で確認して能動的に学びの姿勢を持つこと

ができたことから到達目標の達成へと繋げていくことが

できたと考える c

ルーブリックで臨地実習のイメージ化の促進と目的を

もって実習に収り組むことができるようになったとぢえ

る。すなわち日己評価と目標設定を繰り返し行うことに

よって「やらされ感」ではなく積極的に行動でき自らぢ

60.0% 80.0% 100.0% 

口全く感じていない 口感じていない 口どちらともいえない 口感じている 園強く感じている~J 
図 1. 臨埠実習に対するストレス感の程度 (n=79) 

-12 -



える）Jか介つものと考える。今ll1l 変更した母『I石戊〗:J~

宵は I指導と記皿の一休化」に向けて臨｝木尖肯に1剥わる

スタッフと一緒に取り組むことができた。学生と一緒に

者える関わり、看護の視，点を広げるメタ認知教師の役割

を臨床スタッフの理解と協力で行うことができたことは

ルーブリック導入効果を促巡したと若える。

〈思考・判断〉の計価悲準はまさしく看護過程の展開

をけ仙する J! 、」脊てある。従来の実習叫録川紙を11& 止し、

実習記録ノートに変更した。固定された丈胄叫録かなく

ても学（卜は十分にi 護過程の展開がで各ていた。主青晶

録ノートて実習の休験から対象の看護に•_)いて予'.~~ 身

の号えに拾づいて学習を整理することは、必焚な予習過

程てあったとぢえる。さらに今までの実宵心録には表現

できなかった看護の枷り返り （リフレクション）を実習

ノートに加えることにした。東 7) はリフレクションを

思考のプロセスとして捉え、「リフレクションとは状況

に沿った意図的な実践を行うために、一定の方法を用い

て自己の看護実践を振り返り、‘夫践に潜む価値や意味を

見用し、それを次の実践に生かすことにtって、さらに

状況に沿 f ー）た丘図的な実践を行うためのプロセス であ

るとしてし＼る〉実胄ノートに品載されたリフレクション

内容は、常に流動的な状況に合わせなから実践、各えて

行動していく中で学生は様々な感情や息いに氣づき、学

牛か行 9ー）た実践を振り返りその怠味や価仙を只止の学び

として獲得していたものだった口このことは実践から学

びを得る力をつけ、学牛日身のかけがえのない成長を確

かめ自覚できる働きをしてくれると苔える。またこのよ

うなトレーニングを積むことて困難なことが多い看護師

の職業アイデンテイティの形成強化へと繋がっていくと

考える。

2. 受け持ち対象者の概要と学牛の見学体験した内容に

ついて

2014 (平成 26) 11:: の出生数は100.4 万人であった，- l 

人の女竹か4 訃に産むと推計される平均」＇ともの数てあ

る合計牡妹出生率は 1.:12 人と少子化の一正をたとってい

る8) 。看護大学等の石設師旋成校か忍増し、看護師養成

数は増加している＾方で産科医療施設は減少’ してお

り、エ習施設の1篇侃は年々難しくなってし;るド Fの臨

地実宵柚設は 6 施設と充実した環境で学’卜の主習が行わ

れている 本乍の受け持ち対象者の選定条什に外れるこ

となく学生は実習ができていたQ

母性看護学実習において奸婦・姫婦・産褥は一時的を

除けば日常生活はほほ日立しており、自立そのものがH

標である。妊産褥婦の看設援助はセルフケアが中心であ

り直接な看護ケアは少なく、指導や教育が中心となるた

め学生の援助技術は少なく観察や見学が主となることが

多い 分娩時の観寮や援助、帝王切開術の見学、投乳指

はじめ周肖l!Jj 各川の保健指導の見学やf 宮復古の観察

など性器や身体に直桜触れるケアを休験できたことは、

実習施設および病棟責任者はじめ臨床丈胄に関わるス

タソフの雌解と多大な教育的配應によるところが大きい

と衿える。

3. 臨地実習に対するストレス感の程度について

看護学生か五履叫 "j 職となるうえで欠かせない臨地主

習は、看護の対象者との閃係性の構築や臨床指榊者はし

め多くの医掠スタソフと連携し学ぶということであり多

くの緊張や不安か1平うものである。臨地実習で 0) 燦如や

不安は看護へo> I¥¥J 心や意欲の低下をもたらすと考えられ

る。栂性看虚学実翡初 11 OJ1 、り門的知識や技術に関する小

安は、丈習最終日に軽減する 10) とあるか、本学では臨

地実宵を終えた 3 割強の学生は臨地実習後もストレス感

を持ち続けていた。これはひとつの領域実習を終えても

次の領域実習が控えており臨地丈習に対しストレス感が

継続されていると推察する。

先行研究で、ストレス檄仔の出現で多いものは「気特

ちに余裕がないJ ―漠然としたイ況安がある」］］）であ'_)た

母性看護学実曹を終えた後も臨地実習へのストレスやが

安は継続している このことから看護基礎教育において

対人閃係能力やコミュニケーション能力の育成のみなら

ず、ストレス対処能力を強化できる臨地実習にするたい

にどのような教育をしていく必要があるか、学科内で検

討していく余地があると考える。

VI. 結論

母性和他学実習の指導と評価の一体化をめざし作成し

たルーブリックの導入効果と課題を実宵到達日標との関

連で明らかにした

1. プロジェクト学胄やボートフォリオ評価を糾み人れ

たルーブリノクは、学化の形成的評価に活用てき、石

護師の職菜アイデンテイティの形成強化へと繋かる

2. 臨地実習の指唸と叶価の一体化を図るには、 f) 糾J;j( ス

タッフと教員I仙0) 辿携と実習施設の理解・ 協力か小吋

欠である。

3. 本学のデイプロマホリシーにある、社会に貢献できる

質の高い祈虚l戦を行成する為に必要な主体的に党修す

るという糾恨や動機づけにルーブリックが活用てきる

4. ストレス対処能））を強化できる臨地実習にするため

にどのような教育をしていく必悛があるか、μ果題が明

確になった。
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